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⽣産段階における削減効果の算定と表⽰について、実証、⼿引きの作成等を⾏い、令和５年度に本格運⽤を開始する

農産品における脱炭素型フードサプライチェーンの「⾒える化」の推進

令和５年度
・畜産分野の簡易算定シート作成
・Scope3算定への活⽤事例創出
・原単位化に向けた要件整理 等

廃棄消費

脱炭素の努⼒を反映した
温室効果ガス排出量の算定

簡易算定シートのWebアプリ化
総合的な「⾒える化」システム構築の検討

Web上への実装

令和２〜４年度
⽣産者の脱炭素に向けた努⼒・⼯夫による
削減効果を反映した温室効果ガス（GHG）
排出量の簡易算定シート作成（23品⽬を対象）

「⾒える化」ラベル表⽰実証（継続）
対象品⽬を拡充した上で、
簡易算定シートの操作性・実効性等や
ラベル表⽰等を⽤いた「⾒える化」の消費者等への訴求

国産原材料（農産物等）

輸⼊原材料（農産物等）
⾷品製造
加⼯・包装

「⾒える化」ラベル表⽰
運⽤ガイドライン

ラベルデザインの決定
「⾒える化」ラベル表⽰運⽤ガイドラインの策定
令和5年度内 ラベル表⽰の本格運⽤開始

流通
販売



ｖ

ｖ
CFP、ラベル表⽰等

商品単位

令和６年度以降
さらに精査

Scope1/2/3
TCFD, CDP, SBT等

GHG排出量データ

国産原材料 輸⼊原材料
⾃社
原単
位

簡易算定シート
令和２年度〜
農産物23品⽬、令和５
年度は畜産物に着⼿

簡易算定シート（海
外版）（仮）
令和５年度以降
⼟地利⽤変化、肥料・農
薬減、輸送距離等を反映

排出
原単
位DB

簡易算定シートの
原単位化
令和５年度
原単位化するための要
件整理
削減技術の原単位
農研機構等にて対応

輸⼊原材料の排出原
単位データの調査
令和５年度
主要品⽬×主要国
の排出原単位を調査

活動量
電気、原材料等の使⽤量

GHG原単位
①実際の排出量データ
②排出原単位DB

⾃社プロセスにおける
活動量

フードサプライチェーンにおけるGHG排出量の算定

⽣産者 商社、卸 製造・加⼯ ⼩売り

×

×

消費・
廃棄

データ データ データ

依頼 依頼 依頼

〇 フードサプライチェーン全体において脱炭素化を促進するためには、⾃社の排出量だけではなく、事業
者の購⼊や販売等の事業活動に関係する全ての排出量を把握をし、実効的な削減対策の計画・実施が重要。
〇 それらの削減効果をGHG排出量算定に反映するために、サプライヤー間における⼀次データの連携また
は削減効果が反映された排出原単位の作成に関する算定⽅法の体系化・簡易化が必要とされている。

脱炭素型フードサプライチェーンの「⾒える化」の推進

算定結果の活⽤

組織単位

企業の⾃主的な開⽰/表⽰

実践ガイドラインの策定

CFP算定・データ連携に
関する実践ガイドライン
(仮称）
（農⽔省・環境省連携）
⾷品業界における算定・連携⽅法
の標準化/体系化

4

GHGデータ連携の実証


